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Abstract: コラーゲンは哺乳類の体内で最も豊富に存在するタンパク質で

あり、細胞外マトリックスの主要な構成成分として組織に力学的な強度を

与えている。3 本のポリペプチド鎖からなる 3 重らせん構造を特徴として

いるが、少なくとも哺乳類ではコラーゲン分子の 3 重らせんは体温で熱的

に不安定であることが知られている。これまで我々は、プロコラーゲン 3

重らせんの熱安定性が生合成過程でどのように確保され、その構造形成が

達成されるのかを明らかにすべく研究を進めてきた。本セミナーでは、環

境温度やプロコラーゲン特異的分子シャペロン HSP47 が、コラーゲンの性

質を決定するメカニズムにどのように関与しているのかについて、最近の

取り組みとあわせて紹介する。 
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